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先
生
は
、
一
九
一
一
一
四
（
昭
和
九
）
年
六
月
二
四
日
に
東
京
の
中
野
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
二
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
一
一
一
年
間
は
満
州
で
過

ご
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
世
田
谷
に
戻
り
、
国
民
学
校
（
小
学
校
）
、
新
制
中
学
で
学
ば
れ
た
。
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
、
東
京
大
学

文
Ｉ
に
入
学
さ
れ
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
一
一
一
）
年
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
ア
メ
リ
カ
科
を
卒
業
さ
れ
た
。
’
九
五
八
（
昭
和
三

三
）
年
四
月
に
東
京
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
政
治
専
門
課
程
修
士
課
程
に
進
ま
れ
、
’
九
六
○
（
昭
和
三
五
）
三
月
に
修
了
さ
れ
、

四
月
か
ら
は
東
京
大
学
大
学
院
法
学
・
政
治
学
研
究
科
政
治
専
門
課
程
博
士
課
程
に
進
ま
れ
た
。
そ
の
年
の
一
○
月
か
ら
シ
カ
ゴ
大
学
大

学
院
政
治
学
部
博
士
課
程
に
留
学
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
六
二
（
昭
和
三
八
）
年
九
月
に
帰
国
さ
れ
た
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
・
政
治

学
研
究
科
政
治
専
門
課
程
博
士
課
程
で
研
究
を
続
け
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
○
）
年
三
月
に
課
程
修
了
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
一
）
年
九

月
に
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
留
学
か
ら
戻
ら
れ
た
一
九
六
二
年
一
○
月
か
ら
国
際
基
督
教
大
学
教
養
部
社
会
科
学
科
助
手
、
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
一

九
六
五
年
四
月
か
ら
同
大
学
教
養
部
社
会
科
学
科
講
師
、
二
年
後
の
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
か
ら
同
大
学
教
養
部
社
会
科
学
科
助
教

岡
村
忠
夫
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て

た
。 私
が
岡
村
先
生
に
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
先
生
が
二
四
年
間
お
勤
め
に
な
っ
た
第
一
教
養
部
か
ら
法
学
部
政
治
学
科
に
移
ら
れ

た
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）
年
四
月
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
私
が
新
任
の
教
員
と
し
て
法
学
部
政
治
学
科
に
着
任
し
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
八
年
が
経
過
し
た
が
、
先
生
は
健
康
を
理
由
と
し
て
定
年
延
長
を
中
止
さ
れ
、
悠
々
自
適
の
生
活
に
入
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

岡
村
忠
夫
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
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授
に
な
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
紛
争
の
後
、
学
生
処
分
を
め
ぐ
っ
て
教
員
間
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
、
先
生
は
辞
表
を
出
さ
れ
、

大
学
教
師
そ
の
も
の
を
や
め
る
決
心
も
な
さ
れ
た
が
、
’
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
六
月
に
東
京
大
学
教
養
学
部
付
属
ア
メ
リ
カ
研
究
資

料
セ
ン
タ
ー
助
教
授
と
な
ら
れ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
四
月
よ
り
法
政
大
学
第
一
教
養
部
助
教
授
と
な
ら
れ
、
一
九
七
四
（
昭

和
四
九
）
年
よ
り
法
政
大
学
第
一
教
養
部
教
授
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
○
）
年
九
月
か
ら
二
年
間
、
ミ
シ
ガ
ン
大

学
大
学
院
政
治
学
部
研
究
員
と
し
て
留
学
さ
れ
、
帰
国
さ
れ
て
か
ら
の
一
九
八
五
年
、
法
政
大
学
法
学
部
に
移
籍
さ
れ
た
。

一
九
九
○
（
平
成
二
）
年
四
月
か
ら
法
学
部
長
お
よ
び
評
議
委
員
を
さ
れ
（
’
九
九
一
年
三
月
ま
で
）
、
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
財
団

法
人
櫻
田
会
審
査
委
員
（
’
九
九
八
年
三
月
ま
で
）
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
四
月
か
ら
法
政
大
学
図
書
館
長
お
よ
び
評
議
委
員
（
二

○
○
○
年
三
月
ま
で
）
を
務
め
ら
れ
た
。
二
○
○
○
年
四
月
か
ら
定
年
延
長
さ
れ
、
本
年
三
月
に
退
職
さ
れ
た
。

先
生
の
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
「
現
代
社
会
に
お
け
る
〈
統
治
〉
と
〈
抵
抗
と
（
未
公
表
）
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
業
績
は
、

一
貫
し
て
〈
政
治
意
識
〉
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
発
端
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
留
学
時
代
に
、
ワ
ヵ
ゴ
学
派
」
と
呼
ば

れ
る
心
理
学
を
取
り
入
れ
た
政
治
学
の
研
究
に
関
心
を
持
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
が
い
だ
く
ア
メ
リ
カ
大
統
領

の
イ
メ
ー
ジ
と
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
い
だ
く
総
理
大
臣
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
驚
か
れ
、
留
学
中
に
イ
ー
ス

ト
ン
ｅ
画
く
亘
原
の
〔
。
ご
）
か
ら
、
日
本
の
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
最
初

の
公
表
論
文
は
、
「
投
票
行
動
に
現
れ
た
農
民
の
政
治
意
識
」
（
『
農
業
協
同
組
合
」
一
九
六
七
年
四
月
号
）
で
あ
り
、
そ
の
後
も
政
治
意

識
や
政
治
的
社
会
化
の
問
題
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
’
九
六
八
年
に
は
、
ロ
豊
丘
恩
⑪
｛
。
Ｐ
』
、
ミ
ヨ
§
Ｃ
爵
ご
「
さ
｛
葛
８
（
』
目
ご
‐

⑫
冴
向
品
」
の
弓
。
。
Ｑ
○
一
一
房
．
ｚ
・
］
・
口
⑮
ロ
号
の
‐
出
巴
］
』
・
＆
を
翻
訳
さ
れ
、
み
す
ず
書
一
房
か
ら
『
政
治
分
析
の
基
礎
』
と
し
て
、
出
版
さ
れ

た
．
一
九
六
九
年
に
は
、
「
政
治
家
像
の
形
成
ｌ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
ば
あ
い
」
（
安
江
明
夫
氏
と
の
共
同
論
文
、
『
都
市
問
題
』
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一
九
六
九
年
九
月
号
所
収
）
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
研
究
Ｉ
Ｄ
・
イ
ー
ス
ト
ン
の
研
究
を
中
心
に
」
（
『
ア
メ
リ
カ
研

究
』
ｚ
・
鞘
所
収
）
、
お
よ
び
「
政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
〈
民
主
主
義
〉
と
〈
平
和
〉
」
（
『
社
会
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
’
九
六
九
年
八
号

所
収
）
の
三
本
の
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
一
九
七
一
年
に
は
、
「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
ｌ
政
治
意
識
の
培
養
と
政
治
家

像
」
今
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
態
度
の
形
成
と
構
造
』
（
年
報
政
治
学
一
九
七
○
）
、
岩
波
書
店
、
’
九
七
一
年
）
を
発
表
さ
れ
た
。

私
が
は
じ
め
て
先
生
の
論
文
に
出
会
っ
た
の
は
、
『
現
代
行
政
と
官
僚
制
』
（
下
、
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
七
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
一
政
治
意
識
の
基
底
と
し
て
の
総
理
大
臣
像
ｌ
現
代
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
と
政
治
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
は
、
私
の
恩
師
で
も

あ
る
辻
清
明
先
生
の
還
暦
記
念
論
文
集
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
、
当
時
研
究
を
始
め
た
ば
か
り
の
私
に
と
っ
て
は
、
最
先
端
の
行
政
学

研
究
論
文
集
と
し
て
座
右
の
書
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
先
生
は
一
政
治
意
識
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
続
け
ら
れ
、
子
ど
も
や
青
年
層
の
政
治
意
識
の
問
題
を
研
究
さ
れ
、
「
大
百

科
事
典
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）
に
一
政
治
的
社
会
化
」
や
「
政
治
文
化
」
、
｜
イ
ー
ス
ト
と
な
ど
の
項
目
を
執
筆
さ
れ
た
り
、
『
政

治
学
の
基
礎
概
念
』
（
年
報
・
政
治
学
、
一
九
八
一
年
）
に
「
意
識
」
の
項
目
を
執
筆
さ
れ
た
り
、
ま
た
『
社
会
学
事
典
』
（
弘
文
堂
、
一

九
八
八
年
）
に
「
政
治
意
識
」
、
「
政
治
的
無
関
心
」
、
「
政
治
的
社
会
化
」
な
ど
の
項
目
を
執
筆
さ
れ
た
り
し
て
お
ら
れ
る
。

一
九
九
○
年
代
に
入
る
と
、
松
本
正
生
氏
（
法
政
大
学
大
学
院
政
治
学
専
攻
出
身
、
現
埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授
）
と
の
共
同
論
文
と

い
う
形
の
研
究
業
績
が
多
く
な
る
。
例
え
ば
、
「
政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
連
続
と
不
連
続
（
二
（
二
）
」
（
『
法
学
志
林
』
一
九
九
五
年

一
一
一
月
号
、
’
九
九
六
年
三
月
号
所
収
）
や
「
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
－
１
未
成
年
か
ら
成
年
へ
の
政
治
意
識
の
流
れ
（
一
）
（
一
一
）
」

（
『
法
学
志
林
』
二
○
○
一
年
一
一
一
月
号
、
二
○
○
二
年
一
月
号
所
収
）
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
お
弟
子
さ
ん
と
の
共
同
研
究
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
先
生
の
お
人
柄
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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忠
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昨
年
、
名
誉
教
授
記
を
お
持
ち
す
る
た
め
に
、
先
生
の
世
田
谷
の
ご
自
宅
を
お
訪
ね
し
た
際
、
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
た
瞥
斎
に
案
内
さ

れ
、
術
後
の
経
過
も
順
調
と
の
こ
と
で
、
お
元
気
な
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
数
年
前
に
、
大
学
の
研
究
室
を
訪
ね
た
際
も
、

き
れ
い
に
整
理
さ
れ
た
研
究
室
だ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
こ
れ
も
先
生
の
お
人
柄
を
表
し
て
い
る
と
思
う
。

今
後
も
悠
々
自
適
の
合
間
に
、
「
政
治
意
識
‐
｜
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
た
い
。

法
学
部
長
武
藤
博
己
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